














目的 

色素性乾皮症(XP)は,常染色体劣性遺伝疾患で,患者は日光に過敏性を示し,日光露出部に

高頻度に皮膚癌を発症する。XP 患者由来の皮膚線維芽細胞(XP 細胞)は,紫外線(UV)に高感

受性を示し,UV による DNA 障害の除去修復能に異常を示す。以前,われわれは,バクテリオ

ファージT4の UV特異的エンドヌクレヤーゼをXP細胞に注入し,XP細胞の除去修復能が回

復することを見い出し,XP 細胞が除去修復の第一ステップに異常をもつことを示唆した。

しかし,その遺伝子レベルでの異常は全く不明であり,しかも XP には 10個の遺伝的相補性

群の存在も知られている。XP(相補性 A群)細胞の欠損している遺伝子クローニングを目的

として,正常細胞ゲノム DNA を XP 細胞に DNA トランスフェクションし,UV 抵抗性に形質転

換した XP 細胞を選別し,さらに,この形質転換遺伝子をファージ等に"rescue"しょうとし

た。 


